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　Ⅰ　はじめに
　乗鞍高原の溶岩原にはくぼ地に水がたまってでき
た池がいくつかある。その一つまいめの池は標高約
1460mに位置し、短径約 30m、長径約 70mの被
針形の池である。乗鞍高原の一の瀬園地内の林道安
曇奈川線に沿って進み座望庵の駐車場から道路を横
切って「まいめの池」の道標の横の遊歩道を草原の
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中を進み、右側に高層湿原の池塘風の「偲ぶの池」
を見ながら丘を登ると開けた台地になり「まいめの
池」に着く。　
　「まいめの池」から「どじょう池」を含む広い範
囲はかっては湿地でミズバショウが点在していた
が、地元の人たちの保護活動で数も増えたとのこと
である。池の周りにはコナシ、ツマトリソウ、ベニ
バナイチヤクソウ、ヤマオダマキ、マツムシソウ、
ウメバチソウ、ヤマハハコ、アキノキリンソウ、ア
カバナ、レンゲツツジなどが見られる。池の東側か
ら見るとはるか向こうに乗鞍岳の主峰剣ヶ峰が望ま
れ、池面に逆さ剣ヶ峰を見ることができる。　　　

写真１　まいめの池
　　　遠景の山は乗鞍岳の主峰剣ヶ峰

図１　調査地域図
　　　国土地理院２万５千分の１地形図を使用

Abstract: I investigated the water quality and the fresh water algae flora of the Maime-no-ike 
pond  which is located a 1,460m altitude on Norikura Highland.
The electric conductivity is 20-24 μ S/cm, and the pH ranges 6.6-7.6, with average of 7.0 in 

different water areas.
As for green algae, 13 species were confirmed.The dominant species is Staurastrum lunatum 

Ralfs. As for diatom, 28 species of 14 genera were confirmed. Among confirmed genera, 7 species 
were recorded in the Cymbella genus, 5 species in the Eunotia  genus and 3 species in the Pinnularia  
genus were recorded..
The dominant species is Auracoseila ambigua (Grunow)Simons of 52.0%,, the second dominant 

species is  Auracoseila distans (Ehrenberg)Simonsen of 10.0％ appearance.
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　Ⅱ　調査・研究方法

(1) 調査月日
（調査はほぼ午前 11時 30分～正午に行った）
2014 年　10/18　　　　　　　　　　　
2016 年　 9/10　　　　　　　　　　　　　
2017 年　 9/13   
2019 年　10/ 3

 (2) 水質調査項目及び方法
①　水温
②　ｐＨ（堀場製ｐＨメ－タ－及び 比色法で測定）
③　電導度（堀場製電導度メ－タ－で測定）

 (3) 珪藻類
①　水中の礫や植物の表面に付着している珪藻類を
ブラシで掻き落して採集する。
②  試料を南雲法に基づいてパイプ洗浄液でクリー
ニングし、プリューラックスで封入してプレパ
ラートを作る。
③  顕微鏡で撮影し、2000 倍に引き伸ばし、「小林
弘珪藻図鑑」「淡水珪藻生態図鑑」などを参考に
して同定する。

(4) 緑藻類
① 水中の礫や水辺の植物の水中の部分に付着して
いる藻類を掻き落して採集する。また底泥を採集
する。フォルマリンを加えて固定する。
②　顕微鏡で撮影し 600 倍に伸ばし、「日本淡水藻
図鑑」などを参考にして同定する。

　Ⅲ　結果及び考察

（１）水質・水温

　pH は 2014 年は 8.1 でアルカリ性であったが、
他の年度は 6.6 ～ 7.6 で、ほぼ中性の値を示してい
た。
　電導度も 2014 年は 40 μ S/cm で含まれるイオ
ンの量がかなり多いことを示していたが、他の年度
は 20 ～ 24 μ S/cm であった。湿地帯由来の池沼

としては；水質に関してはいずみ湖などの温水ため
池の水質に近い傾向である。

（２）緑藻類　
　緑藻類が９属 13種が確認できた。牛留池が藍藻
類、１種、紅藻類、１種、緑藻類、14 種が確認で
きた点から考えると種類数も少なく、また個体数も
少なかった。また、牛留池ではクロステリウム属（ミ
カヅキモ）は３種確認できたが、まいめの池では１
種であった。スタウラストロム属は３種確認できた。
牛留池と共通して出現した種は３種であった。
　優占種は Staurastrum lunatum Ralfs であった。

（3）珪藻類
①　2016 年９月 10 日の調査の結果を表 3に示し
た。
　14 属 28 種の珪藻が確認された。出現した種数
が多い属は、Cymbella（クチビルケイソウ属）７
種、Eunotia（イチモンジケイソウ属）が５種、
Pinnularia（ハネケイソウ属）が３種であった。
Eunotia属、Pinnuaria属が多い傾向は霧ヶ峰の八島ヶ
池などの腐植酸性湖沼で見られる傾向であるが、
Cymbella属の多い傾向は白樺湖（pH：7.4、電導度：
218 μ S/cm　諏訪の自然誌　陸水編）でも見られ
る傾向で、これはまいめの池の水質が pHが中性に
近く、電導度も高いことに関係がありそうである。
　牛留池では Cymbella（クチビルケイソウ属）は
少なかった。
　牛留池と共通して出現した種は１１種であった。
②　2016 年９月 10日に出現した珪藻類 500 個体
で出現頻度を調査した結果、優占種は Auracoseila 
ambigua (Grunow)Simonsen で 52.0%、次優占種は
Auracoseila distans (Ehrenberg)Simonsen で 10.0 ％
であった。Auracoseila属の両種合わせて 62.0% に
なる。
[ 出現した主な珪藻 ]　
① Aulacoseira ambigua (Grunow)Simonsen
　有機汚濁に関して広適応性種。pHに関してはア
ルカリ性、中性両方にまたがる種とされているが、
牛留池（pH5.3）や酸性水域の八島ヶ原湿原の鎌ヶ
池（34.5% の出現率）や弱酸性の高山の湖沼、北八ヶ
岳の亀甲池などでも見られる。尾瀬沼（pH7.0）で
も出現している。
② Auracoseila distans (Ehrenberg)Simonsen
　有機汚濁に関しては好適応性種、好酸性種とされ
ている。

表 １　まいめの池の水質・気温
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表２　　まいめの池の緑藻類                  * は牛留池と共通に出現した種

表３　まいめの池の珪藻類                    * は牛留池と共通に出現した種
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③ Brachysira brèbisonii R,Ross 
　弱酸性の腐植栄養水域に出現する好酸性種、有機
汚濁に関しては好適応性種で八島ヶ原湿原や志賀高
原でも多産した。
④ Pinnularia viridis (Nitzsch)Ehrenberg
　殻長 100 182 μｍ、殻幅 21 30 μｍの大型の
世界普遍種。有機汚濁に関しては広適応性種、pH
に関しては中性種であるが八島ヶ原湿原でも出現し
た。
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　Ⅴ　要約

　乗鞍高原の標高1,460mの地籍にあるまいめの池
の水質及び淡水藻類について調査した。
　電導度は 20 ～ 24 μ S/cm、pH は 8.1 の年度も
あったが 6.6 ～ 7.6 でほぼ中性の水域である。緑藻
類は９属 13種が確認できた。優占種は Staurastrum 
lunatum Ralfs であった。珪藻類は 14 属 28 種が
確認された。種が多く出現した属は Cymbella 属７
種 Eunotia属５種、Pinnularia属３種であった。優
占種は Auracoseila ambigua (Grunow)Simonsen で
52.0%、次優占種は Auracoseila distans (Ehrenberg)
Simonsen 10.0％であった。
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